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っ
て
い
く
。

　

郷
土
資
料
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

町
の
歴
史
の
研
究
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
方
々
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
整
備
を
行
っ

て
い
く
。

北
村
光
明

　
議
員

認
知
症
の
予
防
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

①
早
期
発
見
の
た
め
の
取
り

組
み
状
況
は
。

②
若
年
性
認
知
症
に
関
す
る

現
状
と
対
策
は
。

③
初
期
症
状
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と

行
動
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）

に
関
す
る
対
策
は
。

④
日
常
生
活
を
支
援
す
る
後

見
人
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し

て
い
く
の
か
。

阿
部
町
長

①
専
門
医
の
診
断
を
受
け
て

必
要
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
、
相
談
の
状
況
等

に
応
じ
、
医
療
機
関
に
つ
な

北
村
光
明

　
議
員

　

出
入
国
管
理
法
改
正
案
が

成
立
し
た
。
人
手
不
足
へ
の

対
応
策
と
し
て
新
た
な
在
留

資
格
を
設
け
、
建
設
・
介
護
・

農
業
な
ど
の
分
野
で
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
が
拡
大

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
住
民

生
活
に
与
え
る
影
響
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

阿
部
町
長

　

各
事
業
所
に
お
い
て
異
な

る
生
活
文
化
を
持
つ
方
に
対

し
、
本
町
で
の
生
活
の
支
援

が
行
わ
れ
て
お
り
、
顕
著
な

問
題
や
課
題
に
つ
い
て
は
聞

ｓ
の
理
念
を
意
識
し
た
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

が
必
要
と
考
え
る
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
清
水
町
百
年
史
の
在
庫
は

ど
の
よ
う
に
利
活
用
す
る
の

か
。

②
本
町
の
歴
史
的
な
調
査
研

究
及
び
歴
史
教
育
へ
の
現
状

認
識
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

③
図
書
館
の
図
書
整
理
と
郷

土
史
料
館
の
整
備
を
ど
う
行

う
の
か
伺
う
。

阿
部
町
長

①
移
住
者
へ
の
寄
贈
、
職
員

研
修
で
の
活
用
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

三
澤
教
育
長

②
２
０
２
２
年
に
開
町
１
２

０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

百
年
史
以
降
の
部
分
に
つ
い

て
も
、
町
の
歴
史
の
研
究
に

関
心
の
あ
る
方
々
と
整
理
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

歴
史
教
育
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
歴
史
を
後
世
に
残
す

た
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
広
く
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

③
利
用
者
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
収
蔵
冊
数
の
見
直

し
と
蔵
書
内
容
の
刷
新
を
図

げ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。

②
年
齢
か
ら
認
知
症
と
疑
わ

れ
な
か
っ
た
り
、
う
つ
病
や

更
年
期
障
害
と
間
違
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
診
断

に
ま
で
時
間
を
要
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
適
切
に
対
応
し
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

③
高
齢
者
本
人
や
周
囲
の
方

も
軽
度
認
知
症
に
つ
い
て
の

知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
啓
発
に
努
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
必
要
な
治

療
等
に
つ
な
が
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
。

④
社
会
福
祉
協
議
会
が
法
人

後
見
を
実
施
で
き
る
よ
う
取

り
進
め
て
い
る
の
で
、
現
在

の
と
こ
ろ
後
見
人
の
養
成
等

を
行
う
考
え
は
な
い
。

　

総
合
計
画
や
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
と
重
な
る
具

体
的
施
策
が
多
い
と
考
え
る

が
、
本
町
に
お
け
る
持
続
可

能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

（
※
）
は
何
か
。

阿
部
町
長

　

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
国
際
基
準
と
し
て
17
の

目
標
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

項
目
が
総
合
計
画
や
総
合
戦

略
の
中
に
も
大
切
な
施
策
と

し
て
入
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
お
け
る
持
続
可

能
な
開
発
目
標
の
推
進
は
、

地
方
創
生
の
実
現
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
の
で
、
次
期
総
合
戦

略
や
次
期
総
合
計
画
な
ど
の

策
定
の
と
き
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

第８回定例会
町政を問う！ 一般質問

酪
農
・
畜
産
の

振
興
支
援
策

外
国
人
労
働
者

の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み

北
村
光
明

　
議
員

　

本
町
の
歴
史
及
び
そ
の
資

産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
停

電
で
生
乳
の
廃
棄
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
乳
房
炎
の
発
症
や

牛
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
乳
量

の
減
少
な
ど
大
き
な
被
害
が

出
た
。

　

加
え
て
、
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
の
長
雨
の
影
響
で
、

１
番
牧
草
の
収
穫
の
遅
れ
に

よ
る
栄
養
価
の
低
下
や
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
生
育
不
良
に

よ
る
自
給
飼
料
の
不
足
が
今

後
の
生
乳
生
産
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。

歴
史
的
資
産
を
生

か
す
ま
ち
づ
く
り

大谷昭宣議員

認
知
症
の

予
防
対
策

北村光明議員

持
続
可
能
な
開
発

目
標「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
取
り
組
み

※ＳＤＧｓ（持続可能な
開発目標）とは

世界が抱える問題を解決し、
持続可能な社会をつくる
ために世界各国が合意し
た17の目標と169のターゲ
ット（17の目標をより具
体化したもの）のこと。

い
て
い
な
い
。

　

将
来
的
に
は
、
町
民
と
友

好
的
な
関
係
を
築
き
、
多
様

な
文
化
を
理
解
し
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
権
を
尊
重
し
た

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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西
山
輝
和

　
議
員

　

近
年
、
御
影
地
区
の
交
差

点
で
数
件
の
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。

　

町
内
の
交
差
点
を
再
点
検

し
て
交
通
事
故
防
止
に
万
全

を
期
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

阿
部
町
長

　

危
険
な
交
差
点
や
見
通
し

の
悪
い
箇
所
が
多
く
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
、
徐
々

に
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　

危
険
箇
所
や
要
望
事
項
を

再
度
点
検
し
て
、
新
得
警
察

署
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

町
や
生
活
安
全
推
進
協
議
会

等
が
独
自
で
で
き
る
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
清

水
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
」
は
、
来
年
度
が
最
終

年
度
で
仕
上
げ
の
年
と
な
る

が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

計
画
を
見
直
す
と
思
う
が
、

複
数
町
村
の
連
携
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

阿
部
町
長

　

総
合
戦
略
に
あ
る
39
事
業

の
進
捗
状
況
は
、
平
成
29
年

度
末
時
点
で
期
間
内
に
達
成

で
き
る
見
込
み
の
事
業
は
23

事
業
、
更
な
る
推
進
や
強
化

が
必
要
な
事
業
は
11
事
業
、

平
成
30
年
度
以
降
に
実
施
又

は
検
討
予
定
で
あ
る
事
業
が

５
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
複
数
市
町
村
の
連

口
田
邦
男

　
議
員

　
町
民
バ
ス
の
利
用
に
は
規

制
が
あ
り
、
利
用
し
た
く
て

も
利
用
で
き
な
い
状
況
が
あ

る
。

　

今
後
は
バ
ス
を
小
型
化
し

て
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
重
点

と
し
た
運
行
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

三
澤
教
育
長

　

現
在
20
人
以
上
と
し
て
い

る
バ
ス
の
乗
車
人
数
を
、
15

人
以
上
で
利
用
で
き
る
よ
う

見
直
し
た
い
。

　

現
在
の
町
民
バ
ス
は
平
成

7
年
に
導
入
し
て
23
年
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
更
新
時
期
や
利
用
状

況
を
踏
ま
え
、
小
型
化
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
酪
農
・
畜
産
の
振

興
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

阿
部
町
長

　

発
電
機
の
導
入
は
酪
農
経

営
に
お
い
て
高
額
な
負
担
で

あ
る
の
で
、
国
の
事
業
を
活

用
し
て
負
担
軽
減
を
図
り
な

が
ら
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
非
常
時
に
備
え
、

で
き
る
だ
け
長
期
間
活
用
可

能
な
発
電
機
の
導
入
を
進
め

た
い
。

　

粗
飼
料
導
入
支
援
に
つ
い

て
は
、
国
が
代
替
粗
飼
料
の

確
保
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、

１
ト
ン
当
た
り
５
千
円
以
内

の
支
援
を
し
て
い
る
の
で
、

有
効
に
活
用
し
て
粗
飼
料
の

確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

携
は
重
要
で
あ
り
、
総
合
戦

略
の
中
で
も
新
た
な
広
域
連

携
を
進
め
る
と
し
て
い
る
の

で
、
今
後
も
可
能
な
連
携
事

業
が
あ
れ
ば
進
め
て
い
き
た

い
。

事
業
を
展
開
し
て
い
て
将
来

の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か
不

安
な
一
面
も
あ
り
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
台
風
10
号
に
よ
る
災
害
復

旧
費
の
実
質
町
負
担
額
は
１

億
３
９
０
０
万
円
で
変
わ
り

な
い
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
河
川
や
排

水
路
の
維
持
管
理
は
ど
う
な

る
の
か
。

②
平
成
29
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率
は
前
年
度
よ
り
０
・

７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、

改
善
の
理
由
と
今
後
の
推
移

に
つ
い
て
伺
う
。

③
平
成
35
年
ま
で
は
債
務
残

高
が
多
い
。
大
型
事
業
は
そ

れ
以
降
に
な
る
の
か
。

阿
部
町
長

①
金
額
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

河
川
、
排
水
路
の
今
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
に
被
害
拡
大
を
招
か
ぬ
よ

う
河
川
補
修
や
排
水
路
の
雑

木
伐
採
を
強
化
し
て
い
く
。

②
水
道
・
下
水
道
事
業
会
計

に
お
い
て
地
方
債
償
還
の
財

源
と
す
る
一
般
会
計
繰
出
金

の
減
少
が
主
な
要
因
。

　

今
後
は
、
次
年
度
以
降
増

町
財
政
の

現
状
と
今
後

第８回定例会
町政を問う！ 一般質問

町
内
の

交
通
安
全
対
策

口田邦男議員

「
清
水
町
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
・
総
合
戦
略
」の

進
捗
・
達
成
状
況
と

戦
略
の
見
直
し

　

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

健
全
財
政
の
仲
間
入
り
が
で

き
た
か
と
思
う
が
、
多
く
の

町
民
バ
ス
の
小

型
化
の
考
え
は

西山輝和議員

御
影
市
街
地
中
心

部
の
ま
と
ま
っ
た

空
き
地
対
策

西
山
輝
和

　
議
員

　

御
影
市
街
地
の
中
心
部
に

十
勝
清
水
町
農
協
が
所
有
し

て
い
る
ま
と
ま
っ
た
土
地
が

あ
る
。

　

こ
の
土
地
の
利
用
計
画
に

つ
い
て
何
か
話
は
聞
い
て
い

る
か
。

　

計
画
が
な
い
場
合
、
町
が

農
協
の
協
力
を
得
る
形
で
地

域
振
興
等
に
活
用
で
き
な
い

か
。

阿
部
町
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
利
用
計
画

は
な
い
が
、
施
設
の
整
備
が

必
要
と
な
っ
た
時
に
活
用
で

き
る
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

組
合
員
全
員
の
貴
重
な
財
産

と
し
て
保
有
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

　

町
か
ら
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
計
画
の
提
案
な

ど
が
あ
れ
ば
利
用
の
検
討
は

し
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
、

町
と
し
て
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
は
農
協
と
協
議
し
た
い
。

加
に
転
じ
、
平
成
36
年
度
に

ピ
ー
ク
と
な
る
見
込
み
。

③
大
型
事
業
は
早
く
て
も
平

成
35
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

以
降
の
実
施
と
な
る
見
込
み
。
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